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4. 施工基準 

 

4.1 施工要領 

 

(1)適用範囲 

 

本施工要領は、キャプテンパイル工法における引張定着筋・ＰＣリング他の施工及

び品質管理に適用する。 

杭頭部以外の施工管理は、別に定める杭工事の施工要領によるが、引張定着筋の施

工（前施工）については、本要領に基づき作成することとする。 

また、施工者は工事に先立ち、本施工要領に基づき、施工要領書を作成し、工事管

理者ならびに工事監理者の承認を得ることとする。 

 

 

ＰＣリング他の施工に当っては、キャプテンパイル工法の機能を確保できるよう、

打設された杭に対して以下の精度確認・処理を行う。 

 

① 杭頭部の施工状態（形状、位置、レベル等）を杭工事施工報告書及び設計図書

により確認し、その誤差を明らかにする。 

② 杭頭偏芯の許容値は、設計図書の構造特記仕様書又は設計図書に指定された仕

様書に準ずることとし、その値を超えるものは設計監理者と協議の上、補強等

の対策を講じる。 

③ その他杭頭部に変更が生じた場合は、設計監理者と協議の上、杭頭部の性能を

低下させないように補強する。 
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(2)施工フロー  

 

本工法の施工フローを図 4.1.1 に示す。なお、    は本工法特有および関連

する工程を表している。 

 

【シース方式】

【先付方式（機械式継手）】

【先付方式（打込み）】

※ 【シース方式】

【先付方式（機械式継手）】

※：先付方式（打込み）は、引張定着筋の施工（後施工）不要。

引張定着筋の施工 （前施工）

引張定着筋の施工 （後施工）

鉄筋かご組立（シースセット）

鉄筋かご組立
（引張定着筋埋設部セット）

鉄筋かご組立
（引張定着筋セット）

鉄筋かご建込

トレミー管セット

２次スライム処理

コンクリート打設

引張定着筋挿入

引張定着筋接合杭頭部緩衝材設置

ケーシング引抜き

PCリングセット

モルタル充填・引張定着筋セット

杭頭処理・捨コン打設

掘　　削

孔壁測定

底浚い

杭芯確認

重機据付

表層部掘削

表層ケーシング挿入

 

図 4.1.1 施工フロー 
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(3)引張定着筋の施工（前施工） 

 

杭の施工のうち、本工法特有の鉄筋かごの組立とシースの組み込み手順について

図 4.1.2 に示す。 

 

①　補強フレームの先組［現場組立（平組）] ④　主筋取付け

②　補強フレームの仮固定 ⑤　フープ筋取付け・かご筋組立完了

③　シースの固定

⑥　全体組立図

仮固定主筋

シース位置の保持はＦＢのみ。
仮フープは使用せず。

max1500程度

結束線で補強フレーム（フラットバー）に結束

杭かご筋組立用架台にあずける。
（一般のかご筋組立と同じ手順）

@1500程度

@1500程度

位置保持用つなぎ材（FB)

シース用補強材（FB)

柱主筋用補強材（FB)

杭主筋
シース

18番結束線でフラットバーに斜交い結束
（シース1本当り上下各1ヶ所）

補強フレーム（フラットバー）

エンドキャップ
　ガムテープ貼

シース両端小口フサギ

 

図 4.1.2 鉄筋かごの組立とシースの組み込み手順 
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(4)杭頭処理 

 

① 掘削工事及び杭頭処理工事 

掘削工事及び杭頭処理工事では、杭に多大な外力が働かないようにして行う。 

   杭頭部に付着した土等は、完全に除去する。 

 

② 杭頭位置精度検査 

・ 杭頭レベル 

許容値以内であることを確認する。 

許容値以外の場合は設計監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。 

・ 杭芯位置 

許容値以内であることを確認する。 

許容値以外の場合は設計監理者と協議の上、補強等の対策を講じる。 
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(5)ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順 

 

ａ．シース方式 

場所打ちコンクリート杭におけるＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フローを図

4.1.3 に、設置概要を図 4.1.4 に示す。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シース受入検査）

①シースの設置・コンクリート打設 ･シースの設置位置。
（引張定着筋設置径tDに対し±20mm）

　･杭鉄筋組立時に引張定着筋挿入用のシースを設置する。
･シースの天端レベル。

　･杭頭補強筋(ウルボンスパイラル)を設置する。 （天端レベル：杭頭レベル-25～-15mm）

･フープ補強筋の取付け。

･杭頭レベル。
②杭頭処理

･杭主筋天端レベル：＝杭頭レベル-20mm。
　･余盛り部コンクリートのはつり、撤去。 （天端レベル：H＝-40～0mm）

杭主筋が高い場合は切断
　･杭天端外周部はＰＣリングが納まるようにはつる。

･杭芯とシース芯のずれ。

･シース内の状況。
（引張定着筋の挿入は可能か、
　定着長は確保できるか）

③捨てコンクリート打設１ ･捨てコンクリート管理レベル。
杭頭レベル－90mm

　･ＰＣリング設置用の捨てコンであり、レベル精度に留意。 （正規レベルは杭頭レベル-70mm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング搬入)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング受入検査) ･ＰＣリングのレベル。（X・Y方向）

（左右天端レベル差：ΔT＝0～10mm）
④ＰＣリングの設置

･杭整形後とPCリングのあき寸法。（X・Y方向）

　･天端整形後の杭芯に合わせて設置する。 （あき寸法：ΔS＝10～50mm）

　･緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き付ける。

･シース内の洗浄。
⑤引張定着筋の設置・モルタル充填

･フープ筋(1.5巻)の追加。
　･シース内の洗浄および洗浄水吸引を行う。

･グラウト材の品質・調合。
　･グラウト材をシース内に充填する。

･シース内への充填。
　･引張定着筋をシース内に挿入する。

･引張定着筋の定着寸法。
　･グラウト材を杭頭に充填し、グラウト天端レベルを調整。 （定着長ｔL1,ｔL2に対し±50mm）

･グラウト材天端レベル。
（ＰＣリング天端レベル－130mm）

⑥杭頭部緩衝材の設置・捨てコンクリートの打設２

　･⑤のグラウト硬化後、杭頭部緩衝材を設置する。 ･杭頭部緩衝材の位置。

　･ＰＣリング外周部に捨てコンクリートを打設する。 ･捨てコンクリートのレベル。

【設置手順】 【確認項目】

 
図 4.1.3 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フロー（シース方式） 
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①　シースの設置・コンクリート打設 ④　ＰＣリングの設置

②　杭頭処理 ⑤　引張定着筋の設置・モルタル充填

③　捨てコンクリート打設１

⑥　杭頭部緩衝材の設置・
　　　　　　捨てコンクリート打設２

杭頭レベル

シース

主筋

フープ

形状保持金物

杭頭レベル キャップ

キャップ

シース

杭主筋

シース

主筋

フープ

形状保持金物

追加するフープ（1.5巻）

シース

杭頭レベル

コンクリートはつり

杭主筋補正の場合の
カットレベル

杭頭レベル

捨てコンクリート

杭頭レベル

場所打ち杭

ＰＣリング

ボルトにて
レベル調整

キャップはずす

ライナー

緩衝材

緩衝材

モルタル充填

引張定着筋

引張定着筋

杭頭レベル

基礎下端

捨てコンクリート

捨てコンクリート

杭頭部緩衝材

杭頭部緩衝材

 

図 4.1.4 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順の概要（シース方式） 

場 所 打 ちコンクリート杭 
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ｂ．先付方式（打込み） 

場所打ちコンクリート杭におけるＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フローを図

4.1.5 に、設置概要を図 4.1.6 に示す。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（引張定着筋受入検査）

①引張定着筋の設置・コンクリート打設 ･引張定着筋の設置位置。
（引張定着筋設置径tDに対し±20mm）

　･杭鉄筋組立時に引張定着筋を設置する。
･引張定着筋の寸法。

　･杭頭補強筋(ウルボンスパイラル)を設置する。 （定着長ｔL1,ｔL2の確保）

･フープ補強筋の取付け。

･杭頭レベル。
②杭頭処理

･杭主筋天端レベル：＝杭頭レベル-20mm。
　･余盛り部コンクリートのはつり、撤去。 （天端レベル：H＝-40～0mm）

杭主筋が高い場合は切断
　･杭天端外周部はＰＣリングが納まるようにはつる。

･杭芯と引張定着筋芯のずれ。

･引張定着筋の状況。
（引張定着筋の定着長は確保できるか）

③捨てコンクリート打設１ ･捨てコンクリート管理レベル。
杭頭レベル－90mm

　･ＰＣリング設置用の捨てコンであり、レベル精度に留意。 （正規レベルは杭頭レベル-70mm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング搬入)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ＰＣリング受入検査)

･ＰＣリングのレベル。（X・Y方向）

④ＰＣリングの設置 （左右天端レベル差：ΔT＝0～10mm）

　･天端整形後の杭芯に合わせて設置する。 ･杭整形後とPCリングのあき寸法。（X・Y方向）

（あき寸法：ΔS＝10～50mm）
　･緩衝材をＰＣリング下端合わせで巻き付ける。

･フープ筋(1.5巻)の追加。
⑤モルタル充填

･モルタルの品質・調合。
　･モルタルを杭頭に充填し、モルタル天端レベルを調整。

･モルタル天端レベル。
（ＰＣリング天端レベル－130mm）

･引張定着筋の定着寸法。
（定着長ｔL1に対し±50mm）

⑥杭頭部緩衝材の設置・捨てコンクリートの打設２

　･⑤のモルタル硬化後、杭頭部緩衝材を設置する。
･杭頭部緩衝材の位置。

　･ＰＣリング外周部に捨てコンクリートを打設する。
･捨てコンクリートのレベル。

【設置手順】 【確認項目】

 

図 4.1.5 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順フロー［先付方式（打込み）］ 
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①　引張定着筋の設置・コンクリート打設 ④　ＰＣリングの設置

②　杭頭処理 ⑤　モルタル充填

⑥　杭頭部緩衝材の設置・
③　捨てコンクリート打設１ 　　　　　　捨てコンクリート打設２

杭頭レベル

引張定着筋
主筋

フープ

形状保持金物

杭頭レベル

引張定着筋

杭主筋

引張定着筋

主筋

フープ

形状保持金物

追加するフープ（1.5巻）

引張定着筋

杭頭レベル

コンクリートはつり

杭主筋補正の場合の
カットレベル

杭頭レベル

捨てコンクリート

杭頭レベル

ボルトにて
レベル調整ライナー

場所打ち杭

ＰＣリング

緩衝材

緩衝材

モルタル充填

引張定着筋

引張定着筋

杭頭レベル

基礎下端

捨てコンクリート

捨てコンクリート

杭頭部緩衝材

杭頭部緩衝材

 

図 4.1.6 ＰＣリング及び引張定着筋の設置手順の概要［先付方式（打込み）］ 

場 所 打 ちコンクリート杭 
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4.2 施工管理基準 

 

(1)品質管理 

 

品質管理に必要な試験・検査の項目およびその判定基準は、表 4.2.1 に示す各許容差

または特記による。 

キャプテンパイル工法におけるシース，杭主筋，PC リング，引張定着筋の施工精度管

理値は表 4.2.1 によるものとし、その値を超えるものは工事監理者、設計監理者と協議

の上、補強等の対策を講じる。なお、充填モルタルの品質管理値を表 4.2.2 に示す。 

 

表 4.2.1 キャプテンパイル工法における施工精度管理値および対策 

 
測定対象 測定時期 

許容差(mm) 

[許容値(mm)] 

許容差を越えた 

場合の対策 

シース設置位置 

または 

引張定着筋設置位置 

X･Y 方向 

2 点間距離

杭鉄筋 

組立時 
±20 位置修正 シース 

または 

引張定着筋 シース天端レベル 

(シース方式のみ) 

X･Y 方向 

4 点測定 

杭鉄筋 

組立時 

±5 

[-25～-15] 
位置修正 

杭主筋 天端レベル 全 数 
杭頭 

処理後 

±20 

[-40～0] 

＞ ０：主筋カット 

＜-40：監理者協議 

杭整形後と 

PC リングの 

あき寸法 

X･Y 方向 

4 点測定 

PC リング

設置時 

±20 

[10～50] 
位置修正 

PC リング正規 

天端高さとの 

レベル差 

X･Y 方向 

各２箇所

PC リング

設置時 
±20 監理者協議 PC リング 

PC リングの左右 

天端レベル差 
X･Y 方向 

PC リング

設置時 

10 

[0～10] 
位置修正 

引張定着筋 
引張定着筋の 

定着寸法 
全 数 

モルタル 

充填前後 
±50 ＜-50：監理者協議 

 

表 4.2.2 充填モルタルの品質管理値 

種  類 測定時期 測定項目 品質管理値 

シースグラウト材 フレッシュ時 Ｊ14 ロート試験 
メーカ仕様による 

［参考値：8±2 (sec)］

シースグラウト材 

杭頭部モルタル 
硬化後 材令 28 日(4 週)強度 36N/mm2 以上 

［注］シースグラウト材 ：シース方式での引張定着筋シース内定着に用いる無収縮モルタル 

杭頭部モルタル ：杭天端およびＰＣリングと杭頭部の隙間充填に用いるモルタル 
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(2)引張定着筋取付方式別管理基準 

ａ．シース方式 

ＰＣリング及び引張定着筋の施工精度管理については、場所打ちコンクリート杭の主

筋天端レベルを含め、①～⑦について全数を測定し、図 4.2.1 に示す許容値以内に納まっ

ていることを確認する。 
 

 
①シース設置位置 tＤ ±20 

②シース天端レベル 杭頭レベル－20 ±5 

③杭主筋天端レベル Ｈ（杭頭レベル－20） ±20 

④杭整形後とＰＣリングのあき寸法 ΔＳ（30） ±20 

⑤ＰＣリング天端レベル 杭頭レベル 

＋130,160 

±20 

⑥ＰＣリングの左右天端レベル差 ΔＴ（0） 0～10 

⑦引張定着筋の定着寸法 tL1，tL2 ±50 

 
図 4.2.1 施工精度測定項目（シース方式） 
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ｂ．先付方式（打込み） 

ＰＣリング及び引張定着筋の施工精度管理については、場所打ちコンクリート杭の主

筋天端レベルを含め、①～⑥について全数を測定し、図 4.2.2 に示す許容値以内に納ま

っていることを確認する。 
 

 

①引張定着筋設置位置 tＤ ±20 

②杭主筋天端レベル Ｈ（杭頭レベル－20） ±20 

③杭整形後と PC リングのあき寸法 ΔＳ（30） ±20 

④PC リング天端レベル 杭頭レベル 

＋130,160 

±20 

⑤PC リングの左右天端レベル差 ΔＴ（0） 0～10 

⑥引張定着筋の定着寸法 tL1，tL2 ±50 

 
図 4.2.2 施工精度測定項目［先付方式（打込み）］ 


